
まちなかのにぎわい創出円卓会議 参考資料

スマートウエルネス三条の取組について

②



旧三条小学校区高齢化率 42.6%

人口 2,329人
65歳以上人口 992人 ※平成30年３月末現在

新 潟 県

■スマートウエルネス三条 の推進

五十嵐川

信濃川

燕三条駅
三条燕 ＩＣ

市役所

上越新幹線

北陸自動車道

国道８号線

面 積 432.01㎢
人 口 98,791人
世帯数 36,060世帯
※平成30年3月31日現在

歴史・文化

ものづくり

豊かな自然（市全体高齢化率31.0%）

超高齢社会を見据えたまちづくり

健康意識の高低に関わらず健康になれ
るような環境整備

将来を先取りする高齢化の先進地

明るく、楽しく、元気よく、健康で幸せに長生きできるまち誰もが

■目指す姿

三条市の現状

旧三条小学校区をモデル地区として全市に取組を拡大
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生活習慣の改善には…

死因・要介護の原因の多くは
「生活習慣病」

必要な運動ができている 【１割】

運動に取り組む意思はあるが活動はしていない 【４割】

運動に取り組む意思はない 【３割】

運動をしているが不足している 【２割】

資料：平成24年度高齢者が暮らしやすいまち調査

健
康
に
対
す
る
意
識

高い

低い

実際に運動をしているのは、

意識の高い 「３割」

「７割」
は無関心

１に

運動
２に

食事
しっかり

禁煙
最後に

クスリ

健康に対する意識と運動の実施状況

課題:７割層をいかに行動変容に結びつけるか

歩く

最も手軽な運動

無意識に運動をしてしまう環境づくり

出掛けたくなる仕掛け 自然と歩いてしまう仕掛け

市民の健康に対する意識と運動の実施状況
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外出機会を創出することが歩行障害や認知症の予防にもつながる

外出することは、健康の維持、認知症予防に効果がある
外出を１日１回以上する高齢者は、週１回以下の人に比べて
歩行障害になるリスクが４分の１、認知症になるリスクが３．５分の１

新潟県Ｙ市で65歳以上の高齢者を対象に2001年から２年間追跡調査した結果
※両グラフとも、もともとの健康状態や社会的役割の差による影響を除いて比較
（資料）財団法人 東京都高齢者研究・福祉振興財団 東京都老人総合研究所[第93・95回老年会公開講座 第三のキーワード!]より
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【参考】 外出頻度と健康との関係



まずは「まちなか」に出て歩く経験を
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生活に必要な外出（日用品の買物、仕事、病院、役所）

楽しみのための外出（趣味、旅行、娯楽、嗜好品の買物）

外出理由

仮説 まずは、楽しみのための外出を刺激し、歩行距離の増加と、恒常的なにぎわいを
創出。にぎわいから、生活基盤の充実と日常的な外出機会へ

歴史的中心市街地の旧三条小学校区は、
高齢化の先進地であると同時に
過去から蓄積された資源を保有している。

・車ではなく「歩く」ことに適した街並み
・神社仏閣、町屋等の歴史的建築物
・公民館、図書館等の文教施設
・商店街、飲食店街、定期市の集積
・思い出や思い入れを共有する市民



外出機会の創出 三条マルシェ

まちの魅力の再発見
中心市街地ににぎわいを創出

中心市街地の道路を歩行者天国に

深緑のテントが並ぶ “飲食店×雑貨店×イベント”

大規模開催では
９万人の人出
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累計来場者数
50万人突破！

空き店舗への

新規出店

出店者等による
自主運営イベント

ハロウィンフェス
などの登場

Sanjo Marché

新規出店事業
補助金活用実績

H18年度から

２４店舗

マルシェ部
若者の運営ボランティア

193,000人



非日常 日常

高齢者が買い物に出掛ける
「定期朝市」とマルシェのコラボ開催も実施

第２段階 【目標】

１ より多様な年代の主体的な外出機会の創出
２ より日常的な外出頻度の向上
３ 居住者だけでなく、郊外・周辺からのアクセス増加
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多様な年代の外出促進に向けて

第１段階 【成果】

１ 三条マルシェを核とした「にぎわい」を創出
２ 多くの市民が「まちなか」に目を向け、歩き出す

機会を創出
３ 参加者と主催者の敷居が低く、子育て世代・

若者を中心に新たなプレイヤーを発掘
４ プレイヤーたちによる自発的・多発的な新展開

若年層

高齢者

第２段階として

より日常＋高齢者に
焦点を当てた事業展開



ポピュレーション
アプローチ

サービスの
ネットﾜｰｸ化

外出機会
の創出

交流の
促進

活躍の場
の創出

■スマートウエルネス三条の意識すべき視点

日常的な外出促進
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日常的に
出掛けたくなる

自然と
歩いてしまう

行動変容の第一歩

外出機会の創出

無関心

健康寿命
の延伸参加 継続

出番
担い手

ボランティア
体験

家から
一歩出る

通う

人と会う 交流する つながる～絆 やりがい

友人・知人
が増える

出歩く
機会が増える

楽しい うれしいまた行きたい・やりたい

一歩を踏み出した人が家族・知人・友人を誘う

意欲や能力の発揮

社会参画機会の創出



高齢化が目立つ
「中心市街地」

人口減少が進む
「下田地域」

外出機会・社会参画機会の創出 テーマ型・地縁型コミュニティづくり

多様な
コミュニティづくり

相乗効果

取組の方向性 （多様なコミュニティづくり）
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「須頃地区」

「栄地域」

全体 知識
（83％）

親和
（82％）

食
（76％）

物（金）
（72％）

男性 知識
（85％）

物(金)
（81％）

親和
（77％）

色
（73％）

女性 親和
（85％）

知識
（83％）

食
（81％）

物・奉仕
（66％）

H27年度 市民インタビュー＋市民７０人のアンケート結果

色々な欲求が刺激される事業を実施

多極分散型社会
の堅持

健康とは関係ないところに仕掛けを置き
外出・交流機会を創出

■外出促進・社会参画機会・コミュニティづくりの相乗効果



スマートウエルネス三条の日常的な取組
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「歩く」ことで自然と健幸に

歩いていると出会いが増える

交流を通じて暮らしに楽しさが加わる

「道路」を
歩行者優先の
価値観へと
変容させる
取組

日常的な
外出の

きっかけづくり

まちの
魅力づくり

ハイリスク
アプローチ

ポピュレーション
アプローチ

健診･保健指導
介護予防事業

きっかけの
1歩

さんじょう
108appy

定期露店市

デマンド交
通小路の魅力

づくり

コミュニティバ
ス

さんちゃん
健康体操

運動のハードルを
下げる取組

ちょこっと
筋トレ

歩車共存
道路の整備

歴史的建造物活
用事業

公民館
事業

外出を容易に
するための
取組

｢ゾーン30｣の
導入

意識をしなくても
運動してしまう
環境づくり

ソフト事業
【一次的】

ハード事業
【二次的】

スマートウエルネス三条推進の核的な施設

まちなか交流広場「ステージえんがわ」

■ポピュレーションアプローチを重要視

自然と「歩いてしまう」
まちづくりによる
健幸づくり

まずは家から一歩外へ

交流・滞留
空間の整備

「高齢者が
外出する」
動機づけに
なる事業の
実施

楽しい！

通いの場
TREE

広場事業

食堂事業



スマートウエルネス三条
の推進

生涯にわたり
健康で幸せに暮らせるまちづくり

にぎわいが見える

高齢者の外出機会の促進

屋外滞在時間の延長

立ち寄りやすい
出
掛
け
た
く
な
る

ま
た
来
た
く
な
る

精
神
的
な
張
り
合
い

精
神･

社
会
的
な
健
康

栄
養

ハード面の機能 開放的な空間

ソフト面の機能

飲食の提供

交流の促進

出番の創出

食

交

活

「ステージえんがわ」 コンセプト
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■まちなか交流広場「ステージえんがわ」の整備

「ヒト」と「ヒト」
「ヒト」と「マチ」
「マチ」と「コト」をつなぐ

地域おこし協力隊
＋地域コーディネーター

市民活動の見える化／市民参加の促し
仕掛け役…「NPOえんがわ」 H29.4月設立

日常的な外出促進 ステージえんがわ

持続可能な取組に向けて
自走できる組織を目指す


